第８回高知県社会教育委員会（平成22年８月１日～平成24年７月31日任期）会議概要
　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成24年７月24日（火）13:00～13:50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   高知県庁西庁舎２Ｆ　教育委員室
１．開会
　　　高知県社会教育委員長挨拶
２．議事
○  答申「生涯にわたる読書活動を県民ぐるみで推進するための具体的方策について」
の最終確認
【質疑・協議】
（委員長）

　それでは、少し各委員の感想も言ってもらいたい。
　まず、答申については前回７回目に議論したものを集約する形で、事前に委員の方に送り、最後の意見をもらってから、今日新しいバージョンで出させてもらった。したがって、どのあたりがバージョンアップしたのかというところを、私の方から説明し、その後確認、議論をしてもらいたいと考えている。

　まず、答申の６ページだが、現状を踏まえた課題解決の方向性は、簡潔な形で課題が書かれていたが、もう少ししっかりと課題とその具体的なイメージを示した方がいいという意見から改めさせてもらった。

　この委員会の中でも論議があったが、知識と考える力、人との絆という部分を踏まえた施策が必要であるということで、第１、第２というように整理をさせてもらった。
　その次に10ページ②のタイトルが、事前に送付したものは「モデルの構築」という文言になっていたが、中身が反映できていないところがあり、「図書館・図書室活用のモデルの構築」というタイトルに変更させてもらった。

　さらに、この冒頭の５行目の「県民の知識と考える力」や「人との絆」という文言を入れてはどうかという意見があり、それらを視点の１、２、３とその中に書き込むという形にした。具体的には、視点１の３行目に、新たに「県民の知識と考える力を育成することが必要」という言葉を強調した。

　同じく、次の11ページの視点２のタイトルそのものを、中身を反映したタイトルにという意見もあったが、それはそのままにして、２行目のところに「人との絆をつくる地域住民の交流の場」という文言を加えた。つまり、地域に開放してこういう地域を目指そうということを書き加えている。さらに、次の段落のところにも「このような読書を通じた交流の大切さを理解し、」という、この言葉も委員会の中で非常に大事にされてきた部分で、「絆」や「交流」、「つなぐ」「つながり合い」などの文言をこの視点の中に加えさせてもらった。

　それから、同じページの実践例の左側の写真を入れ替えしている。生徒たちが集まって楽しく交流しているという感じの写真に替えている。

　そして12ページも読書に親しむというようなことや、その読書というものが身近なものであるということを少し強調するように、視点３の冒頭の１行から２行目にかけて変更をしている。つまり「県民に読書に親しむ機会を提供し、読書活動を推進するためには読書活動を支える人材の育成や」というこの文言を加えることでより鮮明にしている。

　以上がアップした部分だが、意見等があったら出してもらいたい。

（委員）

　７ページの「ワークライフバランス」という言葉についてだが、下の注では、中黒ありの「ワーク・ライフ・バランス」になっているが、文章の（２）の①の読書の必要性の啓発のところの２行目で出てくる「ワークライフバランス」という言葉は、中黒なしになっている。統一したほうがよい。
（委員長）

　それでは、指摘があった、７ページの下から10行目の「ワークライフバランス」という文言を「ワーク・ライフ・バランス」に修正したいと思う。

　その他になければ、答申に関しては、今の修正も含めて最終確認とさせてもらい、それを渡したいと思う。

　では、これまでの８回にわたる社会教育委員会の中で、約２年間にわたり、第二次高知県子ども読書推進計画から始まって答申までたどり着いたわけだが、感想なり、あるいは思いを話してもらいたい。

（委員）

　社会教育委員という立場で、皆様と一緒にこのような会に同席をさせてもらい、非常に勉強になった。

　今、子どもたちの教育環境は決して良いとはいえない状況であり、大人の生活も、子どもの読書どころではないというような生活をしている。乳飲み子を抱えて、母親が子どもを育てるという環境が整っていると言いにくいような状態だと思う。そういう中で、読書推進を高知県の１つの施策として取り組んでもらったことに感謝している。
　答申ができたら、今度はそれをきちんと実施していかなければならないと思うので、ここに集まっている皆さんが行動する人となって、少しでも実際に活動をしながら、また、計画をしながらやっていきたいと思う。

　本当にいろいろと勉強させてもらい、ありがとうございました。

（委員）

　私は前にも言ったことがあるが、読書へのかかわりは少ないので、会の中でも読書推進に関して大変発言力の弱いところがあり、皆さんから聞いたことを地域の中へどう流して、地域からの意見をどう聞くかという形であった。これをいかに県民にどう浸透さしていくかが、本当の大きな仕事だと思う。これが我々社会教育委員に課せられた大きな仕事なので、意を新たにしている。

（委員）

　これはＰＤＣＡサイクルで言うと、Ｐを作っただけに過ぎないので、ＤｏとＣｈｅｃｋとＡｃｔについて、これからは自分たちも県民の一員として頑張っていかなければならないと思う。

（委員）

　私は保護者として、子どもが０歳のときから地域の公民館の図書館に週に２、３回ぐらいの割合で行っていた。今回、高知県社会教育委員会のことや、行政や市民の方々がどうやって読書好きになってもらうかという話し合いをしていることも初めて知り、そういう中で、人との絆を持った図書館活動というところがすごくインパクトに残った。実際に公民館に通っているが、本の貸し借りだけでなく、情の部分や日常会話のある接触などの交流が今後広がっていけば、もっと足を運んでくれるのではないかと感じた。

　あと、読み聞かせをする立場としても、少しでも読書好きの子どもが増えるためにどうすればよいか考えるきっかけにもなった。この会に参加させてもらい、とても光栄で幸せだった。

（委員）

　私は研究者の立場から参加させてもらった。私が今やっている生涯にわたる読書教育という視点からこのような答申や読書推進計画に携わらせてもらいすごく面白かった。生涯学習を考えるときに、最近特に考えていることが、学習を進めるに当たって３つの基本的な姿勢・態度が大事だと思っている。１つは素直さで、学習の基本態度。２つ目は誠実さ。３つ目に謙虚さが大事だと思う。素直さが学習の基本だが、誠実さが継続的にやっていく基本的な態度であり、謙虚さが自分を乗り越えていく成長につながるものだと思う。その３つの視点ということで今回答申にかかわり、今までの答申を超えていくような、かつ継続して高知県の読書を伸ばしていくような内容になっている。また、研究者の視点からいうと、エビデンスというものとストーリーというものがすごく大事であり、非常にエビデンスに基づく答申ができて嬉しい限りである。ストーリーの方は第２章からのところで具体的な方策について３つの視点を想定し、環境と基本情勢も含め、私としてはもう十分満足のいく内容になっているし、他の都道府県のモデルになるような答申になったのではないかと思っている。

（委員）

　幼稚園の現場でも絵本の読み聞かせをしているが、保護者の方にどういうところが大切であるかを伝えていく部分の難しさがある。この会でいろいろと学んだことを私自身も実行をさせていただいた。土佐町を見学させてもらい、図書館の充実や温かい環境づくり、そういったものを参考にさせてもらい、職員や保護者に話をすると、名前のシールの張り方などを全部最初から取り組んでくれ素敵な図書館ができた。また、母親による図書館ボランティアもでき、本の収集活動が続いているので、さらに環境を整えていくことで他の保護者も興味を持ってくれている。このことを終わらせることなく、ずっと続けていかなければと思っている。子どもたちは、絵本を読んでもらったときの表情がすごく穏やかで本当に素晴らしい。だから、本というものは本当に大事だと感じている。これからも続けていきたいと思っている。本当にありがとうございました。

（委員長）

　ありがとうございます。社会教育委員会の中で、もっと子どもの姿や様子を語ることができる場面をつくれなかったかなと思いましたが、皆さんのように、実践している方が大勢集まっているので、非常にリアリティのある話になったと改めて思っている。

（委員）

　今回、社会教育委員会に参加させてもらい、読書と図書館に関連した、皆さんの素晴らしい意見を聞かせてもらいながら、自分もすごく成長できたと思う。また、第二次高知県子ども読書活動推進計画も大変良いものが完成し、計画に沿って子どもたちの読書というものを推進していきたい。そのためには高知県としての環境や、大人の方の支援、子どもへのつながりというものがすごく大事であるということを答申に入れてもらった。学校現場の状況に応じた、子どもや保護者への支援というものが随所に盛り込まれた答申になっていると思う。学校だけではなく、それを支えてくれる保護者、そして地域の方を含め、この答申に書いてあることが地域などで活動が広がっていくように自分も努力していきたいし、広報もしていきたいと思う。どうもありがとうございました。

（委員）

　本当にいろいろ勉強させてもらいありがとうございました。答申の14ページにあるモデル例の高等学校図書館開放型を見させてもらい、自分の勤務校のことを考えてみた。高校によって地域や周辺環境は随分違う。高等学校図書館の強みというものもあるので、この答申を熟読し、高等学校の図書館の有効利用について取り組んでいきたいと考えている。ありがとうございました。

（委員）

　初めてこの高知県子ども読書活動推進計画と答申の作成に参加し、非常に勉強させてもらったことに感謝したい。私たちは地域で子どもをどう育てるかということで、読み聞かせという形で保育所や幼稚園、小・中学校に行っている。本の世界の中で子どもたちの心、感性を育てたいと思い実施させてもらっている。難しい理論的なこともあるが、この会の中で学ぶことがあったし、そのことを自分たちは実践というかたちで地域の方でやっていきたい。

　そして、香南市の10月末の読書の日を生かし、10月27日に読書まつりをしたらいいという話をさせてもらった。主催はのいち子ども図書館クラブで、共催を香南市教育委員会で一緒にやってもらう形になった。今年の夏には子ども司書講座があり、その講座で司書になった子どもたちにも、読書まつりの中で紙芝居をやってもらうことになった。午前中は子ども対象、午後は大人を対象にして、絵本の大切さも入れながら「響き合いの子育て」という内容で講演を予定している。

　せっかく２年間こういう素晴らしい活動に参加させてもらったので、私が勉強学んだことを地域の方で実践というか、読書の大切さを皆さんに伝えていきたいと思う。本当にこういう場に座らせてもらったことに感謝する。ありがとうございました。

（委員）

　中身の濃い答申書ができたと思う。興味深かったのが１ページから４ページまで非常にかんばしくない指標が並んでいる。これらはどこかつながりがあるように思う。それと地図がありますが、私が生まれ育ったところは図書館もなかったし、本屋さんもなかったと非常に考えさせられる内容が多く詰まっている。

　「はじめに」にもあるが、ちょうど会議を開いている間に東日本大震災があった。高知県も南海地震が来ると言われているが、備えて逃げる、それから助け合うことについて、知識と考える力、人との絆というものが非常に強い結びつきにつながると思う。意見が出せなかった代わりというわけではないが、なるだけこの答申計画を広めるように頑張りたいと思う。

（委員）

　高知県は土壌が少ないということだが、地域住民にとって一番の身近い図書室というと公民館がある。私の住んでいる地域では公民館活動がとても活発で、公民館を使わない日がないくらい、サークル活動や会議で毎日使用している。しかし、図書室はもう何年もつついたことがないような、本がただ並べられているだけになっている。答申にも人との交流の場ということが書かれているが、社会教育委員会で学習したり、土佐町の現場を見学して、実際に入ってみたくなるような環境づくりがとても重要であると思う。そして入れば、こんな本を読んでみたいという好奇心が湧くと思うので、そうした点で非常に参考になったし、地域の課題としてこうしたものに取り組んでもらうと、もっと成果が出るのではないかと思う。

　それから、読書の効能として人との絆ということが書かれているが、読書を通した学習により、様々な諸問題を解決できるのではないかとも思っている。本当に大人も含めた環境が大事であると感じた。ありがとうございました。

（委員）

　私は今年転勤になったが、委員としては特別支援学校の代表ということで委員をやらせてもらい、大変勉強になった。この答申の内容ではないが、特別支援学校の読書環境が非常に寂しいことに気づき、このデータから見ても特別支援学校では読書週間をやっているところが大変少ない。実際には12.5％しかないということで、学校へ戻り、読書週間をやってみたらどうかと提案した結果、昨年度は秋に１回実施することができた。また、高等部の生徒が小学部の生徒に読み聞かせをするということでかなり盛り上がっていた。あまり話をするのが好きではない生徒も小学生を前に楽しそうに読み聞かせをする姿を見て、良かったなと思ったことだった。１回で終わるかと思ったが、また３学期もやりたいということで、もう１回読書週間をすることになった。途中で小学校の方にも広がりを見せ、実施できたということも非常によかった。

　また、この委員会のつながりで、社会教育委員の方にお願いをして読み聞かせに来てもらうことができ、本当に感謝している。

（委員）

　私もこの会に出席して、いろいろな分野の方の話を聞いて勉強することができて良かったと思う。

　できあがった答申を読むと、この内容が身近なところで展開されていくと、自分たちの読書の環境というものは随分変わっていくだろうな、すごく希望のあるものだなと思う。しかし、これを実際に今から誰がどこでやっていくのか考えたとき、今自分にできることというのは、もう少し本を読むことかなと思っている。この中にもコラボレーションのことが出ているが、いろいろな場所や立場でつなぐことのできる幅広いものだと思うので、少しでも実現に向けて自分も取り組んでいこうと思っている。ありがとうございました。

（委員）

　本当に委員の皆さん、いろんな各所からありがとうございました。私も勉強させてもらった。

　今日、皆の思いがこもった計画ができあがった。今日がゴールではなくて、逆に今日がスタートだと思う。学校関係、教育関係がやっていくのはもちろんだが、地域や地域にいる人たちの力をどのようにこの中に入れ込んで、その輪をいかにして広めていくかが大きなポイントだと思う。

　私のいる施設は一見堅そうな名前だが、夏休みはここ数年、子ども対象あるいは親子で来られる企画物をできるだけ開催するようにしている。それから、小学校が夏休みになると、ボランティアの方と当施設の職員が放課後児童クラブに呼ばれることが多くなっている。また、いろいろできるご協力をさせてもらいたいと思う。よろしくお願いします。

（委員長）

　ありがとうございました。第８回社会教育委員会は以上で終了となる。この後、教育委員との意見交換会があるので、その場でも発言をしていただきたいと思う。

　

３．閉会

　　　高知県教育委員会事務局生涯学習課長挨拶
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